















　Bringmann らは，アミン 3 と置換位置の異なる芳香族
臭化物 4 あるいは 5 とを Buchwald-Hartwig 反応を利
用してカップリングし，得られた 6 あるいは 7 を Bishler-
Napieralski 反応に供してジヒドロイソキノリン塩を形
成し，1 と 2 の全合成を達成した（図 2 のＡ）3）．我々は，
両鍵反応の順番を逆にして，先に合成したジヒドロイソ
キノリン 8 と芳香族トリフラート 9 とを反応させて，直
接ジヒドロイソキノリン塩を得る経路（図 2 のＢ），およ
び，アミン 3 をナフトキノン10に 1,2-あるいは 1,4-付加
させることで，11と12をそれぞれ 1 と 2 へと導く経路を
立案した（図 2 のＣ）．
1 ．アミン部分の合成
　初めに Daub ら4）および Hoye ら5）の方法に準じてアミ
ン 3 および 8 の合成を試みた（図 3 ）．（S）-Alaninol（13）
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Fig. 1 Ancistrocladinium A（ ）and B（ ）．
路での合成を試みた（図 4 ）．本研究ではラセミ体を合成
した．臭化物20から調製した Grignard 試薬を（±）-1,2- 
epoxypropane と反応させて，アルコール21を得た．21を
トシラート22 6）に変換，アジド23を経由して 3 に導いた．
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Fig. 2 Bringmannʼs synthesis and our plan for  and .
Fig. 3 Synthesis of the amine fragments（part 1）．
2 ．ナフタレン環部分の合成
　Zhang らの方法に従った（図 5 ）7）．Methyl senecioate



























Fig. 4 Synthesis of the amine fragments（part 2）．
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Fig. 6 1,2-Addition vs 1,4-addition.
